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令
和
五
年
度
『
漁
協
理
事
研
修
会
』
を
開
催

令
和
五
年
度
『
漁
協
理
事
研
修
会
』
を
開
催

　
当
研
修
会
は
、
漁
協
経
営
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し

て
い
る
漁
協
理
事
を
対
象
に
、
役
員
と
し
て
責
務
の
再

認
識
と
併
せ
て
、
近
年
の
漁
協
を
取
り
巻
く
情
勢
に
つ

い
て
見
識
を
高
め
、
漁
協
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
当
研
修
会
は
例
年
三
年
毎
に
開
催
し
て
い
ま

す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
、
五
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。
更
に
は
、
寒
波
襲
来
に
よ
る
悪
天
候
の
た
め
、

特
に
海
上
交
通
機
関
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
が
、
県

内
六
十
二
漁
協
の
う
ち
四
十
三
漁
協
（
二
百
三
十
名
）

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
参
加
者
全
員
で
「
役
員
宣
誓
十
ヵ

条
」
の
唱
和
の
後
、
本
会
髙
平
会
長
に
よ
る
主
催
者
挨

拶
で
は
、
漁
業
者
の
減
少
や
高
齢
化
、
職
員
の
業
務
負

担
の
増
加
等
に
よ
り
漁
協
経
営
が
多
く
の
困
難
に
直
面

し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
触
れ
、
ま
た
、
本
会
を
含
む

本
県
系
統
団
体
で
は
、
漁
業
者
が
安
心
し
て
操
業
で
き

る
漁
協
の
体
制
強
化
に
向
け
て
、
合
併
等
に
よ
る
地
域

の
中
核
と
な
る
漁
協
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。

〈
研
修
内
容
〉

「
漁
協
運
営
に
お
け
る
役
員
の
責
務
と

�

役
割
発
揮
に
つ
い
て
」

　
全
国
漁
業
協
同
組
合
学
校　

�

校
長　

吉
田　
博
身　
氏

　
漁
協
組
織
や
役
員
の
性
格
・
役
割
、
理
事
会
の
重
要

性
、
職
員
や
組
合
員
と
漁
協
の
関
係
等
に
つ
い
て
、
近

年
の
法
改
正
を
交
え
な
が
ら
、
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

総
務
指
導
部　
指
導
課

　

さ
る
一
月
二
十
三
日
、
長
崎
市
に
お
い
て
県
下
漁
協
の
理
事
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

全国漁業協同組合学校
吉田校長
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水
産
業
協
同
組
合
監
査
士
に
合
格
！

水
産
業
協
同
組
合
監
査
士
に
合
格
！

　
水
産
業
協
同
組
合
監
査
士
を

受
験
し
た
田
中
幹
大
氏
（
品
質

管
理
室
）
が
日
々
の
業
務
と
受

験
勉
強
を
両
立
し
見
事
合
格
致

し
ま
し
た
。
田
中
氏
は
「
こ
れ

ま
で
勉
強
し
て
き
た
こ
と
が
合

格
と
い
う
形
に
な
り
大
変
嬉
し

く
思
っ
て
い
る
。
勉
強
で
得
た

知
識
を
業
務
に
活
か
し
て
い
き

た
い
。」
と
述
べ
ま
し
た
。

総
務
指
導
部　
指
導
課

「
全
国
に
お
け
る
漁
協
合
併
の

�

取
り
組
み
に
つ
い
て]

　
全
国
漁
業
協
同
組
合
連
合
会　
信
用
・
組
織
指
導
部　

�

参
事　

杉
田　
　
成　
氏

　　
全
国
に
お
け
る
合
併
に
係
る
取
組
状
況
や
県
一
漁
協

の
合
併
効
果
、
組
合
員
や
職
員
、
出
資
金
の
推
移
に
係

る
全
国
と
長
崎
県
の
比
較
等
を
中
心
に
、
将
来
の
漁
協

経
営
の
課
題
や
合
併
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
事
例
紹
介

を
交
え
た
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

「
漁
業
・
漁
協
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の

�

取
り
組
み
に
つ
い
て
」

　
長
崎
県
水
産
部
漁
政
課　
企
画
調
整
班

�

参
事　

鈴
木　
正
昭　
氏

　
デ
ジ
タ
ル
化
を
含
む
ス
マ
ー
ト
水
産
業
の
推
進
に
よ

る
全
国
及
び
長
崎
県
に
お
け
る
対
象
機
器
の
紹
介
と
導

入
事
例
を
中
心
に
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

全漁連　信用・組織指導部
杉田参事

長崎県水産部漁政課企画調整班
鈴木参事田中　幹大 氏

品質管理室

合
格
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当
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
製
造
元
の
出
光
興
産
㈱
と
販

売
元
で
あ
る
全
漁
連
同
行
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

始
め
に
本
会
よ
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
催
の
御
礼
と
実
施

の
主
旨
を
説
明
し
た
後
、
資
料
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
基

づ
き
、
全
漁
連
油
質
研
究
所�

井
原
研
究
員
よ
り
ぎ
ょ

れ
ん
大
漁
オ
イ
ル
の
基
礎
知
識
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

�

九十九島漁協本所での様子

九十九島漁協鹿町支所での様子

　
今
回
の
説
明
会
で
は
、
漁
業
者
が
実
際
に
使
用
中
の

オ
イ
ル
を
事
前
に
採
取
し
、
井
原
研
究
員
が
成
分
の
分

析
を
行
い
、
同
等
の
大
漁
オ
イ
ル
と
比
較
し
た
結
果
、

大
漁
オ
イ
ル
は
他
社
製
品
に
比
べ
清
掃
分
散
・
酸
中
和

性
が
強
い
こ
と
が
証
明
で
き
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
大
漁
オ
イ
ル
は
漁
業
者
の
為
に
開
発
さ
れ

た
オ
イ
ル
で
、
オ
イ
ル
メ
ー
カ
ー
や
エ
ン
ジ
ン
メ
ー

カ
ー
の
技
術
者
ら
で
開
発
さ
れ
た
オ
イ
ル
で
あ
る
た
め
、

五
十
年
以
上
漁
業
者
に
愛
用
さ
れ
て
い
る
実
績
も
あ
り
、

安
心
し
て
使
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
強
く
ア
ピ
ー
ル

さ
れ
ま
し
た
。

井原研究員が説明している様子

ぎょれん大漁オイル

　
当
日
は
本
所
・
鹿
町
支
所
併
せ
て
四
十
名
程
の
組
合

員
が
参
加
し
、
今
回
の
説
明
会
を
き
っ
か
け
に
大
漁
オ

イ
ル
を
知
っ
た
人
も
い
ま
し
た
。
ま
た
組
合
員
か
ら
は

「
大
漁
オ
イ
ル
に
変
更
し
た
場
合
、
オ
イ
ル
交
換
の
タ

イ
ミ
ン
グ
は
純
正
オ
イ
ル
の
時
よ
り
延
び
る
の
か
」「
現

在
、
純
正
オ
イ
ル
を
使
用
し
て
い
る
が
、
大
漁
オ
イ
ル

に
変
更
す
る
場
合
ど
の
グ
レ
ー
ド
に
す
れ
ば
良
い
か
」

な
ど
様
々
な
質
問
が
あ
り
、
活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ

れ
ま
し
た
。
説
明
会
終
了
後
に
は
、
今
ま
で
純
正
オ
イ

ル
を
使
用
し
て
い
た
組
合
員
か
ら
多
く
の
注
文
を
頂
き

ま
し
た
。

　
今
後
「
大
漁
オ
イ
ル
」
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
毎
年

地
区
を
定
め
数
回
実
施
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
興
味
の

あ
る
漁
業
者
さ
ん
は
組
合
へ
お
問
合
せ
い
た
だ
き
、
組

合
を
通
じ
て
本
会
購
買
課
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

購
販
部　
購
買
課

　

さ
る
一
月
二
十
九
日
に
九
十
九
島
漁
協
本
所
及
び
鹿
町
支
所
に
て「
ぎ
ょ
れ
ん
大
漁
オ
イ
ル
」

の
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
催
し
ま
し
た
。

ぎ
ょ
れ
ん
大
漁
オ
イ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
開
催

ぎ
ょ
れ
ん
大
漁
オ
イ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
開
催



（4）
　
本
号
で
は
十
二
月
号
に
引
き
続
き
「
魅
力
あ
る
漁
村
づ
く
り
部
門
」
で
長
崎
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
長
賞
を
受

賞
さ
れ
た
取
組
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

○
魅
力
あ
る
漁
村
づ
く
り
部
門

　
受
賞
者
名
：
壱
岐
市
磯
焼
け
対
策
協
議
会

【
主
な
取
組
】�

壱
岐
市
内
の
漁
協
、
市
、
県
が
連
携
し
た
効
果
的
な
磯
焼
け
対
策
に
よ
る
大
規
模
な
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類

藻
場
の
回
復
を
実
現

【
取
組
概
要
】

　
磯
焼
け
に
よ
り
大
き
く
減
少
し
た
藻
場
の

回
復
に
向
け
、令
和
二
年
に
市
内
の
漁
協
、市
、

県
が
連
携
し
て
壱
岐
市
磯
焼
け
対
策
協
議
会

を
立
ち
上
げ
、
イ
ス
ズ
ミ
ハ
ン
タ
ー
と
し
て

漁
業
者
へ
報
酬
を
出
し
て
の
イ
ス
ズ
ミ
駆

除
、
海
藻
の
幼
体
を
付
着
さ
せ
た
藻
場
増
殖

ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
、
漁
協
の
垣
根
を
越
え
て

母
藻
を
島
内
で
融
通
す
る
た
め
の
母
藻
供
給

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。

　
結
果
と
し
て
、
島
内
で
合
計
二
万
六
千
六�

百
六
十
四
匹
も
の
イ
ス
ズ
ミ
駆
除
と
、
六
〇�

〇
枚
の
藻
場
増
殖
ブ
ロ
ッ
ク
設
置
が
行
わ
れ
、

令
和
五
年
に
は
食
害
防
止
の
た
め
の
網
囲
い

が
な
い
天
然
海
域
で
の
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類
藻
場

が
推
定
二
〇
〇
ha
以
上
に
ま
で
急
速
に
回
復

し
た
。

総
務
指
導
部　
指
導
課

　

さ
る
十
一
月
十
八
日
、
長
崎
市
の
長
崎
サ
ン
プ
リ
エ
ー
ル
に
て
、
長
崎
県
水
産
業
振
興
基
本

計
画
に
沿
っ
て
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
先
進
的
な
水
産
業
を
展
開
し
、
成
果
を
上
げ
て
い
る

個
人
及
び
団
体
を
表
彰
す
る
「
な
が
さ
き
水
産
業
大
賞
」
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
が
さ
き
水
産
業
大
賞
表
彰
式

な
が
さ
き
水
産
業
大
賞
表
彰
式

受賞された壱岐市磯焼け対策協議会
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長
崎
県
漁
協
青
壮
年
部
連
合
会
　
会
員
・
部
員
大
募
集

長
崎
県
漁
協
青
壮
年
部
連
合
会
　
会
員
・
部
員
大
募
集

　
長
崎
県
漁
協
青
壮
年
部
連
合
会
（
以
下
、「
本
会
」）

で
は
、
会
員
相
互
の
連
絡
協
調
を
図
り
、
漁
協
青
壮
年

部
活
動
の
強
化
を
促
進
し
、
漁
協
と
緊
密
に
連
携
し
て

水
産
業
の
発
展
や
漁
村
文
化
の
向
上
の
た
め
、
様
々
な

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
県
下
の
漁
協
青
壮
年
部
員
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
系
統
団
体
や
他
の
経
済
青
年
団
体
の
青
年
部
員

に
加
え
、
研
究
機
関
（
水
産
試
験
場
や
長
崎
大
学
等
）

と
も
定
期
的
に
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度

は
長
崎
女
子
短
期
大
学
の
生
徒
を
対
象
と
し
た
水
産
教

室
を
一
年
生
、
二
年
生
に
各
一
回
ず
つ
開
催
し
、
魚
食

普
及
活
動
に
努
め
ま
し
た
。
ま
た
、
研
究
実
践
し
て
き

た
水
産
業
に
関
す
る
技
術
、
経
営
な
ら
び
に
地
域
活
動

等
の
成
果
を
発
表
す
る
「
全
国
青
年
漁
業
者
交
流
会
長

崎
県
大
会
」
を
昨
年
十
一
月
に
開
催
し
二
組
が
三
月
に

東
京
で
開
催
さ
れ
る
「
全
国
青
年
・
女
性
漁
業
者
交
流

大
会
」
に
出
場
致
し
ま
す
。
そ
の
他
、
会
員
相
互
の
親

睦
を
深
め
る
た
め
の
「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
を
開
催

し
は
つ
ら
つ
と
し
た
プ
レ
ー
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
今
後
、
青
壮
年
部
組
織
の
更
な
る
活
性
化
お
よ

び
強
化
を
図
る
た
め
、
未
加
入
青
壮
年
部
へ
の
加
入
推

進
活
動
に
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。

　
本
会
の
活
動
に
興
味
が
あ
る
青
壮
年
部
も
し
く
は
若

手
漁
業
者
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
、
事
務
局
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

●
事
務
局
：
長
崎
県
漁
連
指
導
課
内
（
担
当
：
兵
藤
）

●
電　
話
：
０
９
５

－
８
２
９

－

２
４
１
３

長
崎
県
漁
協
青
壮
年
部
連
合
会長崎女子短期大学で行った水産教室の様子ソフトボール大会の様子
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本
協
議
会
は
、
本
県
沿
岸
海
域
並
び
に
県
外
・
沖
合

に
出
漁
す
る
い
か
釣
業
者
の
出
漁
調
整
や
操
業
秩
序
に

努
め
、
い
か
釣
漁
業
の
経
営
健
全
化
・
発
展
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
し
、
そ
の
活
動
の
一
環
と
し

て
県
外
浜
廻
り
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
山
口
県
庁
・
特
牛
魚
市
場
】

　
山
口
県
は
、
延
八
十
一
隻
の
入
漁
許
可
を
頂
い
て
お

り
、
本
県
い
か
釣
漁
業
者
に
と
っ
て
重
要
な
い
か
釣
漁

場
の
拠
点
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
回
、
山
口
県
庁
と

特
牛
魚
市
場
を
訪
問
し
、「
近
年
の
い
か
釣
漁
業
の
状

況
」「
入
漁
及
び
許
可
関
係
」「
い
か
釣
操
業
時
の
ト
ラ

ブ
ル
発
生
」
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
主
に
、
ス
ル
メ
イ
カ
漁
が
話
題
に
挙
げ
ら
れ
、
山
口

県
側
か
ら
は
以
前
ま
で
特
牛
港
沖
合
に
て
ス
ル
メ
イ
カ

の
漁
場
が
形
成
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
こ
数
年
は
漁
場
形

成
さ
れ
ず
漁
獲
量
が
減
少
し
て
い
る
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
長
崎
県
も
同
様
に
ス
ル
メ
イ
カ
の
漁
獲
は
大

幅
に
減
少
し
て
お
り
、
本
協
議
会
役
員
か
ら
は
、「
海

水
温
の
上
昇
が
要
因
で
あ
り
、
十
五
度
帯
の
海
水
温
に

な
ら
な
い
と
、
ス
ル
メ
イ
カ
の
魚
群
は
近
づ
い
て
こ
な

い
の
で
は
。」
と

の
意
見
が
挙
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ス
ル
メ

イ
カ
の
資
源
管
理

に
つ
い
て
も
意
見

交
換
が
な
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
資
源
管

理
に
取
組
み
な
が

ら
も
資
源
量
が
回

復
し
な
い
現
状
や
、

「
長
距
離
を
回
遊

す
る
ス
ル
メ
イ
カ

は
国
際
資
源
の
為
、
近
隣
諸
国
の
資
源
管
理
協
力
が
必

要
不
可
欠
で
は
な
い
か
」
と
の
声
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
い
か
釣
漁
業
に
お
け
る
操
業
ト
ラ
ブ
ル
関
係

に
つ
い
て
は
、
数
十
年
前
ま
で
は
多
少
な
り
ト
ラ
ブ
ル

が
発
生
し
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
は
目
立
っ
た
ト
ラ
ブ

ル
等
は
生
じ
て
い
な
い
と
の
報
告
が
あ
り
、
今
後
も
山

口
県
と
長
崎
県
で
協
力
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

【
㈱
福
岡
魚
市
場
】

　
㈱
福
岡
魚
市
場
は
、西
日
本
に
お
け
る
水
産
物
流
の
中

核
拠
点
と
な
っ
て
お
り
、対
馬
地
区
・
壱
岐
地
区
漁
獲
の

ヤ
リ
イ
カ
・
ス
ル
メ
イ
カ
が
多
く
入
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
、
情
報
収
集
活
動
と
し
て
市
場
関
係
者
と
、
漁
模

様
や
市
場
動
向
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
協
議
会
役
員
か
ら
は
、
地
元
漁
協
の
ヤ
リ
イ
カ
・

ス
ル
メ
イ
カ
漁
獲
状
況
の
報
告
が
な
さ
れ
、
㈱
福
岡
魚

市
場
か
ら
は
、
世
界
的
な
い
か
類
の
需
給
動
向
や
価
格

帯
の
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
㈱
福
岡
魚
市
場
川
端
社
長
よ
り
、「
長
崎
県
の
ヤ
リ

イ
カ
・
ス
ル
メ
イ

カ
に
つ
い
て
は
当

社
で
の
取
扱
高
が

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

魚
種
に
な
る
為
、

今
後
の
豊
漁
を
期

待
し
た
い
」
と
の

声
を
頂
き
、
今
後

も
互
い
に
協
力
し

て
い
く
事
と
な
り

ま
し
た
。

長
崎
県
い
か
釣
漁
業
協
議
会

　

さ
る
一
月
十
七
日
か
ら
十
九
日
に
か
け
て
、
長
崎
県
い
か
釣
漁
船
が
入
漁
す
る
県
域
の
関
係

者
と
意
見
交
換
を
行
う
た
め
、
山
口
県
（
山
口
県
庁
・
特
牛
魚
市
場
）
と
福
岡
県
（
㈱
福
岡
魚

市
場
）
を
訪
問
し
、
浜
廻
り
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

「
長
崎
県
い
か
釣
漁
業
協
議
会
」

「
長
崎
県
い
か
釣
漁
業
協
議
会
」

��

令
和
五
年
度
県
外
浜
廻
り
活
動

令
和
五
年
度
県
外
浜
廻
り
活
動

山口県特牛魚市場視察の様子

㈱福岡魚市場での意見交換の様子
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漁
業
関
係
者
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
資
源
管
理
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今

回
は
、
令
和
六
年
一
月
か
ら
Ｔ
Ａ
Ｃ
管
理
が
開
始
さ
れ
た
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
及
び
ウ
ル
メ
イ
ワ
シ
の
資
源
管
理
に
つ

い
て
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

〇�

カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
及
び
ウ
ル
メ
イ
ワ
シ
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
管
理
本
格
導
入
に
向
け
て

　
今
回
Ｔ
Ａ
Ｃ
管
理
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
対
馬
暖
流
系
群
及
び
ウ
ル
メ
イ
ワ
シ
対
馬
暖

流
系
群
は
、
令
和
三
年
か
ら
Ｔ
Ａ
Ｃ
管
理
に
関
す
る
議
論
が
始
ま
り
、
令
和
六
年
一
月
か
ら
Ｔ
Ａ
Ｃ
管
理
を
開
始
す

る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
当
該
魚
種
が
令
和
二
年
の
改
正
漁
業
法
施
行
以
降
に
Ｔ
Ａ
Ｃ
魚
種
に
指

定
さ
れ
た
初
め
て
の
魚
種
と
な
り
ま
し
た
。

　
国
は
、
新
た
に
Ｔ
Ａ
Ｃ
管
理
に
取
り
組
む
魚
種
に
お
い
て
、
管
理
を
段
階
的
に
導
入
す
る
【
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
方

式
】
を
採
用
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
方
式
と
は
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
管
理
の
本
格
的
な
運
用
に
あ

た
る
「
ス
テ
ッ
プ
３
」
ま
で
に
、
準
備
段
階
に
あ
た
る
「
ス
テ
ッ
プ
１
、２
」
を
設
け
、
各
ス
テ
ッ
プ
に
お
け
る
課

題
を
解
決
し
な
が
ら
Ｔ
Ａ
Ｃ
管
理
の
本
格
運
用
へ
移
行
す
る
も
の
で
す
。「
ス
テ
ッ
プ
１
」で
は
、漁
獲
実
績
報
告（
以

下
、Ｔ
Ａ
Ｃ
報
告
）
を
義
務
化
し
て
漁
獲
情
報
収
集
体
制
の
構
築
を
図
り
、「
ス
テ
ッ
プ
２
」
で
は
各
管
理
区
分
（
都

道
府
県
を
含
む
）
に
目
安
と
な
る
Ｔ
Ａ
Ｃ
数
量
を
提
示
し
て
Ｔ
Ａ
Ｃ
管
理
の
運
用
イ
メ
ー
ジ
を
つ
か
む
こ
と
を
目
指

し
ま
す
。
こ
の
間
に
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
課
題
に
つ
い
て
は
、
ス
テ
ッ
プ
２
の
期
間
中
に
解
決
に
向
け
た
取
組
を
十

分
進
め
た
う
え
で
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
会
合
を
再
度
開
催
し
、
漁
業
関
係
者
と
の
意
見
交
換
を
経
た
う
え
で
本
格

運
用
で
あ
る
「
ス
テ
ッ
プ
３
」
に
移
行
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

〇
「
ス
テ
ッ
プ
１
」
の
概
要

　
令
和
六
年
一
月
か
ら
の
ス
テ
ッ
プ
１
で
は
漁
獲
実
態
を
把
握
し
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
報
告
に
慣
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お

り
、
現
在
す
で
に
Ｔ
Ａ
Ｃ
管
理
を
行
っ
て
い
る
「
マ
ア
ジ
」
や
「
マ
サ
バ
及
び
ゴ
マ
サ
バ
」
等
の
魚
種
の
よ
う
な
各

県
へ
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
数
量
の
配
分
は
行
わ
ず
、
国
が
定
め
る
Ｔ
Ａ
Ｃ
数
量
の
内
数
と
し
て
一
括
管
理
さ
れ
、
採
捕
停
止
命

令
が
出
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
国
の
説
明
で
は
、
ス
テ
ッ
プ
１
の
期
間
は
令
和
七
年
ま
で
の
一
年
間
の
予
定
で
す
。

　
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
は
、
煮
干
と
し
て
の
加
工
利
用
が
多
い
魚
種
で
あ
り
、
水
揚
げ
直
後
、
速
や
か
に
加
工
さ
れ
る

た
め
、
漁
獲
量
を
即
時
に
把
握
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
カ
ツ
オ
一
本
釣
漁
業
の
活
餌
と
し
て
池
入
れ

し
て
お
く
場
合
や
、
養
殖
用
餌
料
と
し
て
出
荷
す
る
場
合
も
即
時
の
漁
獲
量
把
握
が
困
難
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
漁
獲
直
後
の
数
量
把
握
が
難
し
い
場
合
に
は
、
加
工
後
の
製
品
重
量
や
、
餌
と
し
て
出
荷
す
る
際
の

バ
ケ
ツ
、
缶
等
の
出
荷
数
量
を
漁
獲
量
に
原
魚
換
算
し
て
報
告
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
課
題

が
あ
れ
ば
個
別
に
ご
相
談
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
本
県
の
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
及
び
ウ
ル
メ
イ
ワ
シ
を
漁
獲
す
る
ほ
ぼ
全
て
の
漁
業
者
の
皆
様
は
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
報
告
を
所

属
漁
協
に
委
任
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
関
係
漁
協
に
お
か
れ
て
は
、
引
き
続
き
適
時
適
切
な
Ｔ
Ａ
Ｃ
報
告
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
ス
テ
ッ
プ
１
か
ら
３
ま
で
の
流
れ
や
詳
細
に
つ
い
て
は
、

左
記
図
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
及
び
ウ
ル
メ
イ
ワ
シ
の

カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
及
び
ウ
ル
メ
イ
ワ
シ
の

Ｔ
Ａ
Ｃ
管
理
開
始
に
つ
い
て

Ｔ
Ａ
Ｃ
管
理
開
始
に
つ
い
て長

崎
県
水
産
部　
漁
業
振
興
課
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〇
Ｔ
Ａ
Ｃ
報
告
を
通
し
た
漁
獲
情
報
収
集
の
意
義

　
ス
テ
ッ
プ
１
で
は
、
情
報
収
集
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ご
報
告
い
た
だ
い
た
漁
獲
実
績
が
、

ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
る
の
か
、
い
く
つ
か
ポ
イ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
一
）
資
源
評
価
で
の
活
用

　
資
源
の
状
態
を
把
握
す
る
た
め
に
研
究
機
関
が
行
う
資
源
評
価
で
は
、
市
場
で
の
漁
獲
物
調
査
や
調
査
船
に
よ
る

調
査
で
得
ら
れ
る
デ
ー
タ
の
ほ
か
、
漁
業
者
の
皆
様
か
ら
ご
提
供
さ
れ
る
Ｔ
Ａ
Ｃ
報
告
で
い
た
だ
く
漁
獲
量
デ
ー
タ

が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
魚
が
い
つ
、
ど
れ
だ
け
獲
れ
た
か
、
と
い
う
漁
業
者
の
皆
様
か
ら
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
報
告
が
、
資

源
評
価
の
精
度
向
上
に
も
繋
が
り
、
漁
業
現
場
の
感
覚
・
実
態
に
見
合
っ
た
資
源
評
価
に
繋
が
り
ま
す
。

（
二
）
Ｔ
Ａ
Ｃ
数
量
算
定
の
た
め
の
基
本
シ
ェ
ア
と
し
て
の
活
用

　
Ｔ
Ａ
Ｃ
数
量
は
、
同
じ
資
源
を
利
用
す
る
他
県
や
大
臣
管
理
漁
業
を
含
め
た
全
体
の
漁
獲
量
の
う
ち
、
そ
れ
ぞ
れ

が
占
め
る
割
合
（
基
本
シ
ェ
ア
）
に
準
じ
て
配
分
さ
れ
ま
す
。
こ
の
基
本
シ
ェ
ア
の
基
礎
と
な
る
デ
ー
タ
は
、
農
林

水
産
統
計
や
Ｔ
Ａ
Ｃ
報
告
に
基
づ
く
漁
獲
実
績
が
利
用
さ
れ
る
た
め
、
適
切
な
Ｔ
Ａ
Ｃ
報
告
が
正
確
な
Ｔ
Ａ
Ｃ
数
量

の
配
分
に
繋
が
り
ま
す
。

〇
お
わ
り
に

　
こ
の
度
、
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
及
び
ウ
ル
メ
イ
ワ
シ
が
Ｔ
Ａ
Ｃ
魚
種
追
加
と
な
り
、
関
係
漁
業
者
及
び
漁
協
の
皆
様

に
は
Ｔ
Ａ
Ｃ
報
告
の
負
担
が
増
え
る
こ
と
を
ご
心
配
の
こ
と
か
と
思
い
ま
す
、
令
和
三
年
か
ら
四
年
度
に
か
け
て
漁

獲
報
告
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
事
業
で
実
施
し
た
販
売
シ
ス
テ
ム
の
改
修
等
に
よ
り
漁
獲
報
告
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
の
で
、
当
課
と
い
た
し
ま
し
て
も
引
き
続
き
、
報
告
事
務
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
格
Ｔ
Ａ
Ｃ
開
始
に
向
け
、
ス
テ
ッ
プ
１
、２
と
試
行
期
間
が
続
き
ま
す
が
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
に
関
す
る
ご
意
見
や
疑
問
、

ご
相
談
等
あ
れ
ば
、
随
時
、
当
課
ま
で
ご
連
絡
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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は
じ
め
に

　
マ
サ
バ
は
ス
ズ
キ
目
サ
バ
科
に
属
し
、
国
内
で
は
主

に
ま
き
網
、
釣
り
、
定
置
網
な
ど
で
漁
獲
さ
れ
て
い
ま

す
。
マ
サ
バ
は
日
本
人
に
と
っ
て
馴
染
み
の
あ
る
食
材

で
す
が
、
近
年
の
サ
バ
食
ブ
ー
ム
で
さ
ら
に
注
目
を
集

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
養
殖
業
に
お
い
て
も
マ
サ
バ
の

ブ
ラ
ン
ド
化
が
進
み
、
ハ
ー
ブ
サ
バ
（
長
崎
県
）、
唐

津
Ｑ
サ
バ
（
佐
賀
県
）、
お
嬢
サ
バ
（
鳥
取
県
）、
小
浜

鯖
（
福
井
県
）
等
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
マ
サ
バ
の
養
殖
が
全
国
的
に
広
が
る
一
方
で
、
養
殖

に
用
い
ら
れ
る
種
苗
は
、
ほ
と
ん
ど
が
入
手
の
不
安
定

な
天
然
資
源
に
依
存
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
今
後

も
種
苗
を
安
定
し
て
供
給
す
る
た
め
に
は
、
人
工
種
苗

の
量
産
技
術
の
確
立
が
不
可
欠
で
す
。

　
そ
こ
で
、
総
合
水
産
試
験
場
で
は
、
令
和
三
年
度
か

ら
マ
サ
バ
の
種
苗
生
産
技
術
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
今
回
は
、
マ
サ
バ
種
苗
生
産
に
つ
い
て
、
令
和

五
年
度
に
行
っ
た
種
苗
生
産
試
験
を
紹
介
し
ま
す
。

採
卵
に
つ
い
て

　
令
和
五
年
度
の
試
験
で
は
、
人
工
授
精
に
よ
る
採
卵

を
行
い
ま
し
た
（
図
一
）。
一
回
目
の
採
卵
で
は
排
卵

を
誘
導
す
る
た
め
の
ホ
ル
モ
ン
投
与
か
ら
三
六
時
間
後

に
雌
親
魚
か
ら
卵
を
搾
出
し
、
事
前
に
用
意
し
た
精
子

を
使
っ
て
人
工
授
精
を
行
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の

時
の
受
精
率
は
〇
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
。
一
般
に
、
魚

類
の
人
工
授
精
で
は
ホ
ル
モ
ン
投
与
か
ら
受
精
ま
で
の

タ
イ
ミ
ン
グ
が
重
要
で
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
遅
れ
る

と
受
精
率
が
低
下
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
二
回
目
の
採
卵
で
は
、
ホ
ル
モ
ン
投
与
か
ら
受

精
ま
で
の
時
間
を
三
〇
時
間
に
短
縮
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
受
精
率
は
六
八
〜
七
八
パ
ー
セ
ン
ト
と
大
き
く

改
善
さ
れ
、
二
個
体
の
雌
親
魚
か
ら
計
九
万
粒
の
受
精

卵
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
（
図
二
）。
こ
の
受
精

卵
の
ふ
化
率
は
高
く
、
九
九
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
。
こ

の
よ
う
に
、
マ
サ
バ
に
お
い
て
も
、
ホ
ル
モ
ン
投
与
後

の
受
精
の
タ
イ
ミ
ン
グ
の
調
整
に
よ
り
、
受
精
率
が
高

ま
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

図１　採卵の様子図２　マサバの受精卵（卵径 1.0mm）

長
崎
県
総
合
水
産
試
験
場　
　
　
　
　
　
　
　
　

種
苗
量
産
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー　
魚
類
科

マ
サ
バ
の
種
苗
生
産
技
術
の
開
発
に
つ
い
て

マ
サ
バ
の
種
苗
生
産
技
術
の
開
発
に
つ
い
て
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仔
稚
魚
の
飼
育
に
つ
い
て

　
仔
稚
魚
の
飼
育
で
は
、
ふ
化
後
三
日
目
（
二
日
齢
）

の
開
口
時
か
ら
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
ワ
ム
シ
の
給
餌

を
開
始
し
、
八
日
齢
か
ら
ア
ル
テ
ミ
ア
の
ノ
ー
プ
リ
ウ

ス
幼
生
、
一
一
日
齢
か
ら
配
合
飼
料
を
給
餌
し
ま
す
。

成
長
は
早
く
（
図
三
、
図
四
）、
全
長
三
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
の
ふ
化
仔
魚
が
、
三
〇
日
間（
※
一
）
で
種
苗
出
荷
サ

イ
ズ
の
六
〇
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
に
成
長
し
ま
し
た
。
ま
た
、

生
残
率
も
高
く
、
五
日
齢
で
九
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
一
〇

日
齢
で
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
取
り
上
げ
時
の
三
〇
日
齢

で
二
四
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
（
令
和
三
年
度
試
験
で
は
、

さ
ら
に
高
い
五
七
％
）。

　
こ
の
よ
う
に
、
マ
サ
バ
は
成
長
が
早
い
た
め
、
ふ
化

後
三
〇
日
で
取
上
げ
が
可
能
で
、
生
残
率
が
高
く
、
さ

ら
に
、
必
要
な
餌
は
ワ
ム
シ
、
ア
ル
テ
ミ
ア
、
配
合
飼

料
と
単
純
で
す（
※
二
）。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
マ
サ
バ

種
苗
は
、
低
コ
ス
ト
で
手
間
を
か
け
ず
に
生
産
で
き
る

優
れ
た
性
質
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

お
わ
り
に

　
低
コ
ス
ト
で
育
て
や
す
い
マ
サ
バ
種
苗
で
す
が
、
量

産
技
術
の
確
立
の
た
め
に
は
、
良
質
卵
を
安
定
し
て
大

量
に
得
る
た
め
の
採
卵
技
術
の
開
発
が
不
可
欠
で
す
。

令
和
五
年
度
の
自
然
産
卵
試
験
に
よ
り
、
あ
る
程
度
そ

の
可
能
性
が
見
え
て
き
ま
し
た
の
で
、
今
後
の
進
展
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
残
さ
れ
た
課
題
と
し
て
、
よ
り
安
定
し
て

高
い
生
残
率
を
得
る
た
め
に
、
共
食
い
を
防
止
す
る
た

め
の
サ
イ
ズ
選
別
技
術
を
向
上
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
今
後
も
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
取
り
組
み
、
マ
サ
バ
種

苗
供
給
の
安
定
化
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

�

（
担
当　
平
江　
　
想
）

※
一　

�

ヒ
ラ
メ
や
マ
ダ
イ
の
場
合
で
は
、
六
〇
日
間
か

か
り
ま
す
。

※
二　

�

サ
バ
科
に
属
す
る
ク
ロ
マ
グ
ロ
や
ス
マ
の
種
苗

生
産
で
は
、
他
魚
種
の
ふ
化
仔
魚
が
餌
と
し
て

必
要
で
す
。

図３　日齢別のマサバ仔稚魚図４　マサバの成長
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（有）正文 社 印 刷 所







お問い合わせは、長崎県漁連 購買課まで　TEL  095-829-2418～2420

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
！

わ
ず
ら
わ
し
さ
と
窮
屈
さ
か
ら
解
放
！

ベ
ス
ト
感
覚
で
着
れ
る

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
な
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

常
時
着
用
型
救
命
胴
衣（
自
動
膨
張
式
）

反射リフレクター
エアー吹入補充バブル
ホイッスル
炭酸ガスボンベ
手動レバー



漁協は、ＪＦグループへ。

ＪＦブランド商品

漁船用エンジンのための最高級オイル。
〈エンジンオイル〉
　大漁スーパー
　大漁ロイヤル
　大漁ＬＬ
〈油圧作動オイル〉
　大漁ハイドロスーパー
〈冷凍機オイル〉
　大漁ベストクール

海には、ＪＦマークの商品を。
　

問い合わせ先　　　ＪＦ全漁連　購買事業部　石油第２課　　TEL　03-6222-1323
ＪＦ長崎漁連　購 買 課 TEL　095-829-2419

ＪＦグループ
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長
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合
会
　
長
崎
市
五
島
町
二
番
二
十
七
号
　
電
話
（
八
二
九
）
二
四
一
三
　
〒
八
五
〇–

〇
〇
三
六

年
間
購
読
料
二
、〇
〇
〇
円
　
会
員
の
購
読
料
は
会
費
に
含
む

「ギョレンオイル大漁」
発売から50年

中・小型漁船の高速エンジン用（SAE30、40、15W-40）

大・中型漁船の中・低速エンジンオイル（SAE30、40）

大・中型漁船の長期航海用（30、40）
小型高出力エンジン用のロングライフオイル（15W-40）

耐荷重性に優れた漁船用油圧作動油（ISO VG32、46）

陸上冷凍装置から遠洋漁業の超低温冷凍装置まで
（ISO VG32、46）

「ギョレンオイル大漁」は、漁船で使用される機
械とその使用条件を考慮して定めた規格に合わせ
て開発した、漁船のためのエンジンオイルです。


